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タンデムミラーGAMMA 10/PDXでは、コア

プラズマに対してSMBIやペレット入射による

高密度プラズマ生成を行い、端損失高密度プ

ラズマ粒子束をダイバータ模擬部へ導入する

ことで、非接触プラズマにどのように影響する

かについて調べている。また、ペレット入射実

験においては、コアプラズマへの粒子供給過

程のメカニズムやペレットの溶発過程とプラズ

マ密度上昇との関連の調査、ペレット溶発雲

の3次元的な解析等を進めている。 
GAMMA 10/PDXのセントラル部に設置

されたペレット入射器は、バレル型であり、

直径0.6 mm×長さ0.5 ~ 1.9 mm程度の水素

ペレットを生成し、速度200 ~ 800 m/sでプ

ラズマに入射することが可能である。プラ

ズマに入射されたペレットはプラズマを横

切って移動する。その間、プラズマ粒子と

の相互作用により溶発雲が生成され強い発

光が観測される。また、プラズマ中に中性

粒子が供給されプラズマ密度が上昇する。

ペレットがプラズマに入射した時の溶発雲

のふるまいやプラズマ密度の変化等を観測

するために、2方向同時高速画像計測システ

ム(TDSP)、多チャンネルマイクロ波干渉計

(MMIF)等が準備されている（図１）。 
ダイバータ模擬実験装置に追加の水素ガ

スを導入しての非接触プラズマ生成実験に

おいて、ペレット入射実験を行った。図２

にペレット入射時のMMIFにより導出され

た電子密度分布の時間変化を示す。ペレッ

ト入射により6×1012 cm-3と通常の3倍以上

の高密度プラズマ生成が確認され、TDSP計
測データの3次元トモグラフー解析による

溶発雲の3次元的ふるまいの観測が可能と

なった。 
本研究は、核融合科学研究所双方向型共

同 研 究 (NIFS20KUGM148, 
NIFS20KUGM159, NIFS21KUGM165）の助

成を受けたものである。 

 

22P26 

 
図１：GAMMA 10/PDX におけるペレット入

射実験配置図。 

図２：ペレット入射による電子密度の空間分

布変化。 


